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Ⅰ（森林 放射性 ） 
 

5.1. 的 

東 福島第一原 発 事故 年後の 2011 年 8～9 月に て、福島

の森林に る放射 の を た。 の結果、放射性セシウムは の葉 、

林 の 葉 、表 （0-5 cm）に し、 事故後に した葉 5 cm

の の濃度は た（林野 2011 文献 1）。 の後の放射性セシウムの の

変化を るため、1 年後の 2012 年 8～9 月に 一 で を た。 の結果、

葉 の放射性セシウム し、 0-5 cm の表 の放射性セシウムの

していた。 の 変化は、 に る リターの ・ に て

葉 に た放射性セシウム 表 に したためと た（林野

2013 文献 2）。 に 2013 年 8～9 月と 2014 年 7～9 月、2015 年 8～9 月、2016 年 8

～9 月、2017 年 8 月、2018 年 8～9 月、2019 年 7～9 月に を た結果、 の

放射性セシウムの濃度 は 年 大 は変化してい た（林野 2014

文献 3、林野 2015 文献 4、林野 2016 文献 5、林野 2017 文献

6、林野 2018 文献 7、林野 2019 文献 8、林野 2020 文献 9）。

では引 一 に いて を い、森林 の放射性セシウムの の

変化を にする とを 的とする。 

 

5.2. ール 

 

 福島第一原発 の  

 

山 19 km 

 

三ツ石 26 km  

 

金山 28 km 

 

大玉 66 km 

 

図 5.-1 の と原 発 の  

 

は 2011 年度に 定した福島 の 2 （三ツ石、大玉）、2012 年度に 定した 1

（金山）、2017 年度に 定した 1 （ 山）の で た（図 5.-1）。三ツ石

は東 福島第一原 発 26 kmの で 、 林 は52年生 ギ林、

三ツ石 

大玉 

福島第一原発 

 

金山 
山 
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35 年生 ノキ林、35 年生 葉 葉 林（ 後コ ラ林とする）で る。金山 は 64 年

生の ギ林、 山 は 54 年生のア マツ林で る。大玉 は原発 66 km に

し、 林 は 51 年生 ギ林で る。 

 

 

 

 

 

表 5.-1 の と 期間 

 林   期間  

山 ア マツ林 福島 葉 （

森林 山 林 632 林

） 

2020 年 8 月 28  

2020 年 8 月 31  

～9 月 1  

0.24 ha 

(30×80 m) 

三ツ石 ギ林 福島 葉 （

森林 山 林 623 林

） 

2020 年 8 月 20  

2020 年 8 月 25  

0.16 ha 

(20×80 m) 

 ノキ林 福島 葉  

（ 林） 

2020 年 8 月 21  

2020 年 8 月 25  

～8 月 26  

0.10 ha 

(20×50 m) 

 コ ラ林 福島 葉  

（ 林） 

2020 年 8 月 21  

2020 年 8 月 25  

～8 月 26  

0.06 ha 

(20×30 m) 

金山 ギ林 福島 葉  

（ 林） 

2020 年 8 月 24  

2020 年 8 月 27  

2020 年 12 月 3  

0.12 ha 

(40×30 m) 

大玉 ギ林 福島 大玉 玉 （福島森

林 林 4 林

い 2・3 ） 

2020 年 7 月 30  

2020 年 8 月 3  

～8 月 4  

0.24 ha 

(30×80 m) 



9 
 

 

 

 

 

 

 

 

   
 5.-1 山 のア マツ林 5.-2 三ツ石 の ギ林 

 

  

 5.-3 三ツ石 の ノキ林 5.-4  三ツ石 のコ ラ林 

 

 

 5.-5 金山 の ギ林 5.-6 大玉 の ギ林 
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5.3.  

5.3.1. 間線  

間線 は、 ト の 10 m の に いて、NaI(Tl)シン レーシ ン ー

イ ータを用いて 1 m と 10 cm で測定した。測定 は開 30 経 して

ー イ ータの表示 定するのを て した。 

 

5.3.2. 森林の  

山、三ツ石、金山、大玉の に 定した 定 ト（表 5.-1）に いて、林

（ 直 10 cm の生 ）の を い、 成 を推定した。一

では、林 に 、 直 10 cm の個体（ 後 と ）と林

生（ ・ 、 1.3 m ）を対 に を い、林 レ ルの放射性セシ

ウム を推定した。 の推定 は、 （2014 文献 10）に い、

のと 通の を用いて た。 

 

（ ） の 推定 

の は、 、 、葉に し、 は に 、 、 の 3 に

て推定した（図 5.-2）。 の と葉の は、 の （ 定 用

に 集 た データ ）を とに 種 （ ギ、ア マツ、 ノキ、 葉 葉 ）に

直 （DBH）を変数とした 、葉 （ ） のア トリー （w = a DBHb

a、b は 数）を作成し推定した。 、 葉 葉 の推定 の作成には、 （林野

の 開 ）のコ ラ、 ラ、 リ 10 数種を データを 用した（

2014 文献 10）。 の は、 ト の 個体の を計 し、

・ ・ の 比（ に める の ）を用いて の を求め、

の 度（ ）を じて に する で推定した。 の推定

を数 で表すと、 の × の 比 × 度

で る。 、 の計 には、DBH と （H）を変数とする 種（ ギ、ア マツ、

ノキ、 葉 葉 ） 直 に た 計 （ 2010 文献 11）

を用いた。た し、 （H）は トの 個体に いて測定してい いため、一 個体

（20～30 ）の測定データ 直 と （DBH H）の関 を 、 の推定 を

の計 に 用した。 の 比と 度の には、後 する に トの

（3 ）の で た を用いた（5.3.3. ）。 た、 を

てい い三ツ石、金山の では、 比、 度 求め いため、2016 年度と

じ を 用した。 

 

（ ） の 推定 

の は、 ・ 計と葉の 2 の に て推定した（図 5.-2）。 の
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は、 定 ト を 10 m×10 m の ブ トに し、 の 対 線 の

に する 2 の ブ トを対 に、 種を して直 （DBH）を測定した。

個体の ・ 計 と葉 は、（ ）と 、 直 を変数とするア トリー を

作成して推定した。 の作成には、 葉 葉 林で た の を用

いた（ 葉 13 種、DBH< 10 cm の個体の 31 ）（ 山 2002 文献 12）。

年度は大玉 ギ林 三ツ石コ ラ林で の を い、 の の

の は 年度と じ を用いた。 

 

（ ）林 （ ） 生の 推定  

定 ト に、 （1 m×1 m）をラン ムに 5 個（ 山ア マツでは 6 個）

し、 ・ を に の生 た 体 をす て 取 、採取した。

採取 は、葉 の に に を測定した。 の は、

5 （ 山ア マツは 6 ）の として した。 

 

 

 

 

 

図 5.-2 個体の の推定  

はす て を示す。 
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5.3.3. 用 の採取 

葉 の採取は、 山ア マツ林、三ツ石 ギ林、金山 ギ林、大玉 ギ林の

ト の 12 、三ツ石 ノキ林、三ツ石コ ラ林では 6 で た

（ 5.-7）。 葉 は （25 cm×25 cm）を用いて のす ての を採取し

た。 は 葉 の採取 で採 （Daiki、 5 cm、 11 cm）を用いて採取し

た。表 0-5 cm の は ての で、5-10、10-15、15-20 cm の は 4 で採取し

た。 、金山 ギ林の 1 に いては、8 月の で採取した の放射性セシウム濃

度の測定 、一度 め した （ の 採取 ）で を採取した

性 たため、12 月に 度 葉 を採取した。 

三ツ石 ギ林、金山 ギ林、三ツ石 ノキ林、三ツ石コ ラ林の での 、 の

採取は、 ト に いて として 定した大 の る 12～13 の

、6 を 年度の対 として 定し、 に いて を採取した後、成 を

用いて を採取した。葉、 の採取は、 ・葉 採取 4～6 を 定し（一 、成

を採取した と じ のを ）、一 は を用いて の （

ギ、 ノキ） し は （コ ラ） 採取した。 、金山 ギ林と三ツ石 ノキ林で

は、 ・葉の採取 と 、 を採取した対 ～ 通している。 山ア マツ

林と 間線 の い大玉 ギ林では、 トの で大 の る 3

（大・ ・ ）を 定し、 で した と、葉、 、 、 を採取した。 に

いては、 のと （5.3.2.）、 ・ ・ に た を推定する

の 比と 度を求める るので、 、 1.3 m、2.5 m と 4.5 m、

に は 3 m（ たは 4 m）ごとの で を採取し、 の 、 、 の 直

を測定した。放射性セシウム濃度の 葉の 用 は、 の 、 、 （ し は

）の を数 ン リン し、 と葉に した後に で て

（ 5.-8）、 1 kg（生 ） 度採取した。 

に いては、 と 、 定 トの で 葉 葉 を数種 、

た 計 9～21 を 定し、 は を用いて、 （ ）と葉の を採取し

た。 ・ 計の は、 る 採取・ し、 、

に に放射性セシウム濃度の に した。 た林 生は、 （1 m×1 m）

で採取した を、 、 た葉 に とめて放射性セシウム濃度

の に した。 

の採取に いては、三ツ石と金山 では、 1.3 m に いて の 4

3 cm×3 cm の に をノ で採取し（ 5.-9）、 の後 2 成 （

12 mm）を用いて を採取した（ 5.-10）。 山と大玉 では、 採 のシート

で を めた を いで、 を 採取後、

5 cm の を数 採取した。 の採取 数は、 後の の

（2 L）に する の と 定した。 
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5.-7 葉 と の採取 5.-8 葉の採取 

  

5.-9 ノ を用いた の採取 5.-10 成 を用いた の採取 

 

採取した は で に 5 cm 度の に た後、 た は

で と に た後、 ン ルで して 2 L のマリ リ に し

た。 に ノ で採取した は で 5 mm× 5 mm 度に （ 5.-

11）、成 で採取した コアは で と に て 1-2 mm 度の

に （ 5.-12）、 100 mL の U-8 に した。 の は を求め

た後、放射性セシウムの測定に した。 、 では Ⅲのため、 ノ で

採取した は と に て放射性セシウム濃度を測定して 、 体の

放射性セシウム濃度は、 と の放射性セシウム濃度を の で

して求めた。 

葉、 、葉 は ・ の を た後、 ルマ ウム 体検 を用い

て ンマ線 ト トリ で Cs-134、Cs-137 を定 した。 の放射性セシウム

は、 た の 葉、 、 の の に、 の放射性セシウ

ム濃度を じて求めた。 

年度の放射性セシウム濃度は 2020 年 9 月 1 を として した。 た比 に

用いた 2011～2019 年度の は 年の 9 月 1 を として した ので る。Cs-134
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検 の は、2011 年 3 月 15 の Cs-134 濃度と Cs-137 濃度の比を 1：1 とし

（Buesseler et al., 2011 文献 13）、 的 期を用いた に 的 推定

、計 た Cs-134 濃度と Cs-137 濃度の比を用いて、 年 9 月 1 の Cs-137

濃度 Cs-134 濃度を推定した。 

 

  
5.-11 化した  5.-12 化した コア  

 

5.4. 結果 察 

5.4.1. ト の 間線  

2020 年 7～8 月に た トの 間線 は、 年比で 94～106 で た

（表 5.-2）。2011 年の事故 の事故 の Cs-134 と Cs-137 の濃度比 1：1 たと 定

すると、放射性セシウムに する 間線 の 的 に る は、2020 年では

年比 93 と推計 る。した て、大玉 ギ林 の 間線 は 的 にし

た て していると る のの、 の の 5 の 年度の 間

線 は 年度と比 、 と してい た。 年度の に いて、大玉 と

での 間線 の変化 た の に、 間線 測定 の森林 の

の違い る。大玉 ギ林で 間線 の測定を た 7 月 30 は、

の 7 月 28 29 に て と た て 、測定 に森林 の

たと推定 る。一 、 の 5 で 間線 の測定を た 8 月 は、

1 月近 、森林 の していたと る と 、 の

の違い 間線 の変化 に した 性 る。 の

に て 間線 変 する とはすでに ている（福 1982 文献 14）。

た、原発事故 9 年 経 し、Cs-134 の放射 変の に て、放射 変

の 間線 の で 、 の 、測定 の 的

の る に て た と る。 の に、 での変 と

は る た と 、 後 林 の 間線 の変化を してい

る。 た、2017 年度 を開 した 山ア マツ林は、 1 m に る 間

線 1.23 µSv/h で 、 年度に 林 の で い 間線 を示した。 
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表 5.-2 2011～2020 年の 1 m と 10 cm の 間線 （μSv/h）の （ ）の

比  

年 
館山アカマツ林 三ツ石スギ林 三ツ石ヒノキ林 三ツ石コナラ林 金山スギ林 大玉スギ林 

1m 10cm 1m 10cm 1m 10cm 1m 10cm 1m 10cm 1m 10cm 

2011 - - 
3.05 

(0.42) 

3.41 

(0.62) 
- - - - - - 

0.31 

(0.02) 

0.35 

(0.03) 

2012 - - 
3.01 

(0.54) 

3.44 

(0.86) 

3.70 

(0.22) 

4.18 

(0.45) 

3.16 

(0.09) 

3.79 

(0.22) 

1.29 

(0.39) 

1.69 

(0.54) 

0.28 

(0.01) 

0.34 

(0.03) 

2013 - - 
2.47 

(0.48) 

2.82 

(0.67) 

3.09 

(0.27) 

3.50 

(0.61) 

2.46 

(0.16) 

2.72 

(0.24) 

1.05 

(0.33) 

1.22 

(0.40) 

0.24 

(0.01) 

0.27 

(0.02) 

2014 - - 
1.79 

(0.36) 

2.04 

(0.50) 

2.23 

(0.21) 

2.52 

(0.36) 

1.73 

(0.10) 

1.87 

(0.14) 

0.78 

(0.26) 

0.87 

(0.31) 

0.19 

(0.01) 

0.22 

(0.02) 

2015 - - 
1.41 

(0.29) 

1.68 

(0.45) 

1.85 

(0.16) 

2.29 

(0.32) 

1.40 

(0.08) 

1.59 

(0.11) 

0.59 

(0.20) 

0.68 

(0.24) 

0.16 

(0.01) 

0.18 

(0.02) 

2016 - - 
1.25 

(0.26) 

1.46 

(0.38) 

1.59 

(0.14) 

1.90 

(0.21) 

1.18 

(0.07) 

1.39 

(0.16) 

0.58 

(0.20) 

0.66 

(0.22) 

0.14 

(0.01) 

0.16 

(0.01) 

2017 
1.50 

(0.17) 

1.73 

(0.27) 

1.06

(0.22) 

1.26 

(0.32) 

1.42 

(0.15) 

1.64 

(0.29) 

1.07 

(0.05) 

1.29 

(0.16) 

0.50 

(0.15) 

0.54 

(0.19) 

0.13 

(0.01) 

0.14 

(0.01) 

2018 
1.30 

（0.15） 

1.48 

（0.22） 

0.98 

(0.21) 

1.13 

(0.28) 

1.26 

(0.13) 

1.47 

(0.23) 

1.00 

(0.09) 

1.19 

(0.18) 

0.46 

(0.15) 

0.54 

(0.19) 

0.11 

(0.01) 

0.12 

(0.01) 

2019 
1.20 

(0.13) 

1.40 

(0.21) 

0.89 

(0.17) 

1.03 

(0.25) 

1.14 

(0.11) 

1.35 

(0.26) 

0.92 

(0.07) 

1.14 

(0.18) 

0.41 

(0.14) 

0.49 

(0.17) 

0.10 

(0.01) 

0.12 

(0.01) 

2020 
1.23 

(0.14) 

1.44 

(0.24) 

0.91 

(0.19) 

1.07 

(0.26) 

1.20 

(0.10) 

1.43 

(0.28) 

0.90 

(0.07) 

1.10 

(0.16) 

0.41 

(0.13) 

0.49 

(0.16) 

0.10 

(0.01) 

0.11 

(0.01) 

2012/2011 - - 99% 101% - - - - - - 92% 97% 

2013/2012 - - 82% 82% 84% 84% 78% 72% 81% 72% 85% 81% 

2014/2013 - - 73% 72% 72% 72% 70% 69% 75% 71% 80% 81% 

2015/2014 - - 79% 83% 83% 91% 81% 85% 76% 78% 82% 82% 

2016/2015 - - 88% 87% 86% 83% 84% 87% 97% 96% 89% 88% 

2017/2016 - - 85% 86% 90% 87% 91% 93% 87% 82% 89% 87% 

2018/2017 87% 86% 93% 90% 89% 89% 93% 93% 90% 100% 89% 90% 

2019/2018 92% 94% 90% 91% 90% 92% 92% 96% 90% 90% 93% 93% 

2020/2019 103% 103% 103% 104% 106% 106% 98% 97% 100% 100% 94% 95% 

間線 は トの 10 m×10 m の に いて、 1 m 10 cm で測定

し （ ）で示した。 
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5.4.2. 森林 の の  

2020 年度の三ツ石 の ギ林、 ノキ林、コ ラ林の は、 200.5 

Mg/ha、226.4 Mg/ha、112.5 Mg/ha で 、 年比 2.6～6.0 していた（図 5.-3）。金山

ギ林、 山ア マツ林、大玉コ ラ林の は、 321.6 Mg/ha、154.1 Mg/ha、

258.5 Mg/ha で 、金山 ギ林と 山ア マツ林 に いて 年比で 2.7 と 3.5

していた（図 5.-4）。 ギ林の葉 は の 10～12 を め、ア マツ林 コ

ラ林の 4～7 に比 て葉の た。 た に る の はア マツ林

（ の る 葉 を ）で 大 た。 

 

 

図 5.-3 三ツ石 の 林 の

 

図 5.-4 金山 ギ林、 山ア マツ林、大玉

ギ林の  

 

5.4.3. 、 の放射性 濃度（Cs-134、Cs-137） 

（ ） 度の る ギ林 3 に る 放射性セシウム濃度の比  

年度の ギ林 3 （三ツ石、金山、大玉）の放射性セシウム濃度と 間線 の関

に いて て ると、 の 間線 い 放射性セシウム濃度 い

め た（図 5.-5）。 に ると、 と の放射性セシウム濃度は 間線 の

に じて大玉、金山、三ツ石の に大 るのに対し、葉、 、 葉 の放射性セシウ

ム濃度は金山と三ツ石で している 、 間線 との関 に違い た。 
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図 5.-5 ギ林 3 に る 間線 （ 、μSv/h）と 放射性セシウム濃度

（ 、kBq/kg）の関  

は と の濃度の とした。 は 表 （ 0-5 cm）の を用いた。 
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図 5.-6 三ツ石・金山・大玉の 3 の ギ林に る 放射性セシウム濃度の測定

結果 

と は と を表す。 の （kBq/kg、 数 2 ）

を の に示し、 年度の測定結果は青文 で表 した。 
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2020 年度の葉の放射性セシウム濃度は、三ツ石、金山、大玉の に（ 後 の の

じ で示す）0.43 kBq/kg、0.92 kBq/kg、0.067 kBq/kg で 、金山の濃度

た（図 5.-6）。2019 年度 2020 年度に て三ツ石では 2 し、金山では 2

した。原発事故 9 年 経 し、事故後 期の変化と比 すると、 ギの葉の放射

性セシウム濃度の変化は ている。2020 年度に測定した の放射性セシウム濃度

は、3 で 0.87 kBq/kg、1.2 kBq/kg、0.066 kBq/kg、 た は 3.5 kBq/kg、1.8 

kBq/kg、0.23 kBq/kg で た。2019 年度 2020 年度に て、 の放射性セシウム濃度

は三ツ石で 1 、金山で 2 し、 は三ツ石で 4 、金山で 1 した。

間経 に 濃度変化は、 葉に比 、 は に して 、2020 年度では

3 の で の濃度 ている。 

2020 年度の の放射性セシウム濃度は 3 で 0.084 kBq/kg、0.18 kBq/kg、

0.012 kBq/kg、 では 0.20 kBq/kg、0.26 kBq/kg、0.021 kBq/kg で た。2019 年度 2020

年度に て、三ツ石では の放射性セシウム濃度 5 し、 の放射性セシウム

濃度 4 していた。一 、金山の と の放射性セシウム濃度は、 年度と比

すると と 変化してい た。 

の放射性セシウム濃度比（図 5.-7）を ると、三ツ石の ギ林では、2011 年度

2014 年度 で た 、2015 年度 2020 年度に て、年

度間の数 の は る のの、濃度比の は と た。

大玉の ギ林で の た。 ギでは で放射性セシウム濃度

る と 研究で に ている。 結果で の たと

 

図 5.-7 と の放射性セシウム濃度比 

は 、 は を示した。 
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る。一 、金山 ギ林では 2012 年度 2018 年度に て濃度比の

いていた 、2019 年度 2020 年度の濃度比は、2018 年度 い を示した。

年度 年度の 結果 、三ツ石 ギ林 大玉 ギ林と 、金山 ギ林で

の濃度比の 間変化 後 に る と る 、 の検 のためには

を する る。 

2020 年度の 葉 の放射性セシウム濃度は三ツ石、金山、大玉の で 10 

kBq/kg、16 kBq/kg、1.3 kBq/kg で た（図 5.-6）。2019 年度 2020 年度に て、三ツ

石では 4 し、金山では 1 した。2011 年度 るいは 2012 年度 2020 年度に

ての 9 年間 るいは 8 年間で、三ツ石、金山 に 9 した。2020 年度の 表

（0-5 cm）の放射性セシウム濃度は、3 で 47 kBq/kg、13 kBq/kg、4.8 

kBq/kg で た。2011 年度 2012 年度に て、三ツ石の 表 では 2 濃度

した。2012 年度 、 の濃度は 35～53 kBq/kg の で している のの、

期的 し は の は た。大玉に いて 、 の

た。一 、金山では、2012 年度 2015 年度に て濃度 する いていた

、2015 年度 は三ツ石と 、 期的 の は た。2020 年度は、

2019 年度と比 して、三ツ石で 2 濃度 し、金山で 1 した 、 近年

の濃度変化の での変化で た。5-10 cm の に いては、放射性セシウム濃度

8.9 kBq/kg、1.4 kBq/kg、1.3 kBq/kg で 、三ツ石と大玉では、 での で

い を示した。5-10 cm の での放射性セシウム濃度の は、 での放射性

セシウムの の を した のと る。 後 モ タリン を し、

る 採取 た の放射性セシウム濃度を してい る。 

 

（ ） 種 の 放射性セシウム濃度の比  

間線 度の三ツ石 ノキ林、コ ラ林、 山ア マツ林に いて た結果、

2020 年度の葉の放射性セシウム濃度は 3.7 kBq/kg、5.9 kBq/kg、1.4 kBq/kg で 、

コ ラ林で 、ア マツ林で た（図 5.-8）。 年度の 結果と比 する

と、 ノキ林で 3 濃度 、コ ラ林で 1 、ア マツ林で 5 濃度 し

ていた。原発事故 9 年 経 し、 ギと 、 ノキとア マツの葉の放射性セシ

ウム濃度の変化は事故後 期に比 ている。 た、 の放射性セシウム

濃度は ノキ林で 1.8 kBq/kg と 12 kBq/kg、コ ラ林で 2.5 kBq/kg と 10 kBq/kg、ア マツ林

で 1.0 kBq/kg と 7.3 kBq/kg で 、い ア マツ林の濃度 た。

の放射性セシウム濃度は、 ノキ林で 0.74 kBq/kg と 0.52 kBq/kg、コ ラ林で 1.5 kBq/kg

と 0.53 kBq/kg、ア マツ林で 0.16 kBq/kg と 0.12 kBq/kg で た。 の に、

の放射性セシウム濃度は、 ての でア マツ い を示した。 

三ツ石 ノキ林、コ ラ林、 山ア マツ林の 葉 の放射性セシウム濃度は

110 kBq/kg、16 kBq/kg、28 kBq/kg で 、 ノキ林 い を示した。一 、 表
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（0-5 cm ）に いて て ると、 ノキ林で 20 kBq/kg、コ ラ林で 24 kBq/kg、ア

マツ林で 36 kBq/kg で 、ア マツ林で 濃度 た。 

ア マツ林に いて、 の の放射性セシウム濃度 の 種

る は、2016 年度の大玉 のア マツ林で め ている（林野 , 2017： 文

献 6）。した て、ア マツの葉、 、 、 、 の放射性セシウム濃度 の 種

る は、ア マツの 種 性を していると る。 

 

（ ） 林 生の放射性セシウム濃度 

2020 年度の （ キ、リ ウブ ）の放射性セシウム濃度は、 山、三ツ石、大

玉で 、葉では 18 kBq/kg、1.5 kBq/kg、0.14 kBq/kg、 では 4.0 kBq/kg、0.88 kBq/kg、

0.050 kBq/kg で た。三ツ石の ギの 葉と比 ると、 の葉の放射性セシウム濃度

、 は 度で た。林 生の放射性セシウム濃度は、 山ア マツ林、三ツ

石 ギ林、三ツ石コ ラ林、大玉 ギ林で 1.9 kBq/kg、0.29 kBq/kg、2.2 kBq/kg、

0.39 kBq/kg で 、三ツ石コ ラ林 大玉 ギ林の林 生の放射性セシウム濃度は

の葉 、 山ア マツ林 三ツ石 ギ林では林 生の た。 
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図 5.-8 三ツ石 に る ノキ・コ ラと 山 に るア マツの 放射

性セシウム濃度（kBq/kg）の比  

と は と を表す。 の （kBq/kg、 数 2 ）

を の に示し、 年度の測定結果は青文 で表 した。 
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5.4.4. 森林 に る放射性 の変化 

放射性セシウムの の濃度変化は、 に るセシウムの 、セシウムを

の 、 体 でのセシウムの 、 表 に るセシウム に

て引 ると る。 ギ ノキとい た 葉 では、2011 年度 、葉の

放射性セシウム濃度 数関数的に している。 年度の 結果を 年の と比 す

ると、葉の放射性セシウム濃度は と 変化してい い と た。事故後 期は

に る 葉に た葉の 、 の 2 の セ

に葉の放射性セシウム濃度を に たと る。一 、原発事故 9 年

経 した では、直 た葉の と 葉したため、放射性セシウム濃度に

大 変化は た 、 2 （ 、 葉）の森林 の に 、

体 の の の のセシウム 葉の放射性セシウム濃度に する

に ていると る。 のため、 後 体 の の放射性セシウム濃度

の 変化を示す 、引 モ タリン を し、推 を する る。 た、

葉 葉 で るコ ラの葉の放射性セシウム濃度は、コ ラの葉 ギ の 葉 と

直 てい いため、 葉 の 濃度の は示 た。コ

ラの葉の放射性セシウムは、 に 体 の の して る の を通じて

た ので ると 、 葉 とと に、 後の濃度変化を してい

る。 

と の放射性セシウムの は、 種に て る を示した。 ギは

の い放射性セシウム濃度を示し、 では濃度の で

た 、 では金山 で 2018 年度 では年 していた。し し 、 年度

年度の金山 ギ林の の放射性セシウム濃度は 2018 年度 した と 、

金山 ギの 濃度の変 に変化 めた 性 る。一 コ ラは、 の

放射性セシウム濃度 い た。 の濃度の は

で た 、 の濃度は、2012年度 2017年度に て する いていた。

し し、2017 年度 、コ ラの 濃度の変 に変化 めて 、引

する る。 ノキ ア マツでは、コ ラと 、 の い

放射性セシウム濃度を示し、 間線 度の での比 、 の放射性セシウ

ム濃度は、ア マツで い め た。 種 に の の濃度を 測するために、

体 の放射性セシウム濃度に いて、 の の の 元

の森林 の放射性セシウムの に し、 種 の の化 性 の違

い の に を すの 、 後 を してい る。 

林 に る 葉 の放射性セシウム濃度は、セシウム 直 した の葉の

に る 、 た 葉 体の に て変 する。 葉 の で る

葉の放射性セシウム濃度は 葉 では年 し、 葉 葉 では、事故後 期の 葉 の

葉の放射性セシウム濃度と比 すると、事故年 一 して 濃度で推 して た。 葉
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の放射性セシウム濃度は、 の 林 に いて 2011 年度 2012 年度に て大

し、 の後 していた。三ツ石の ノキ林、コ ラ林の に 2012

年度 るいは 2013 年度 2～3 年間は し い林 た 、2016 年度 、

葉 の放射性セシウム濃度は している た。 は 葉 の

と に て 、三ツ石の ノキ林 コ ラ林では は に

した 葉 の に していた放射性セシウム に 葉 の に し、 の

後 葉の とと に と した と 原 では い と推察 た。 、 葉

の と は、 の を ていると る。三ツ石の ノキ林 コ

ラ林は、 し 葉 の 、 い 葉 成 る に し、金山の ギ

林 比 的 の に する。一 、三ツ石 ギ林は 葉 の

い に し、 い 葉 成 ている。 に、 る に する金

山 三ツ石 ギ林の 葉 の に いて比 して ると、2012 年度 2020 年度 での

金山 ギ林の 葉 の の は 28 Mg/ha で るのに対し、 期間の三ツ石 ギ林の

葉 の の は 15 Mg/ha で た。 、金山 ギ林の 三ツ石 ギ林

2 葉 の い と る。 の 生 の違いに 葉 の

成の違い 、 葉 の放射性セシウムの に を している 性

る。 た、三ツ石 ギ林では金山 ギ林 放射性セシウムの 期 た 、

近年の金山 ギの葉の放射性セシウム濃度は、三ツ石 ギ 、 葉 の の違い

に る放射性セシウムの と関 している 性 る。 林 の 葉 の放射性

セシウム濃度は、2018 年 、変 に変化 め る と 、

後の濃度変化を するとと に、 葉 放射性セシウムの に す 果

に いて 検 を めてい る。 

に いては、 葉 した放射性セシウム した結果、 表

（0-5 cm）の濃度 したと る。2011 年度 2012 年度に て の 林

で 表 の放射性セシウム濃度 大 した 、2012 年度

は た。5-10 cm の に いては、 年度、三ツ石 ギ林と大玉 ギ林に い

て、 での で い放射性セシウム濃度で 、10 cm の では、 は

る のの、 変化は め た。した て、原発事故後 9 年を経て、森林

の放射性セシウムの大 は 表 に し集 している のの、一 の森林では、

での放射性セシウムの ている 性 、 後の濃度変化を

してい る。 

 

5.4.5. 森林 の放射性 の  

2011 年度 2012 年度に て、森林 の放射性セシウムの は大 変化した

、 と比 すると 2013 年度 の変化は た（図 5.-9、表 5.-3）。 の放射

性セシウム は 0.8 、林 生では 0.1 で た。森林 の放射性セシウ
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ム に いて、 林 生を いて 察して 、 の は に いとい

る。2020 年度の ギ林では に森林 体（ 、林 生を ）の 1～5 、 ノ

キ林では 5 、コ ラ林では 6 、ア マツ林では 2 していた。 の に

ると、 ギ林では葉、 、 、 に 森林 体の 0.2～1 、0.2～1 、0.4～1 、

0.4～1 、 ノキ林では 0.8 、0.5 、2 、1 、コ ラ林では 0.5 、0.9 、3 、2 、ア

マツ林では 0.3 、0.6 、0.8 、0.3 の放射性セシウム していた。 年度の

に いて、 での放射性セシウム い は で （金山 ギ林を

）、 の （葉、 、 、 ）の放射性セシウム は と と

変 た。2020 年度の 葉 の放射性セシウム は、三ツ石 ギ林、三

ツ石コ ラ林、金山 ギ林で 年度 3～10 した 、三ツ石 ノキ林、 山ア マ

ツ林では 3～23 した。 の放射性セシウム は、三ツ石コ ラ林で 年度

11 、金山 ギ林で 6 し、三ツ石 ノキ林で 24 した 、 の 林 では 5

の変化で た。 た、 の放射性セシウムの 直 に いて て ると、放射

性セシウムの 71～84 0-5 cm の表 に していた。 

葉 の放射性セシウム は林 ごとに る を示し、2020 年度の三ツ石

ギ林、三ツ石コ ラ林、 山ア マツ林、大玉 ギ林では 2～8 と 、三ツ石 ノキ林、

金山 ギ林では 18～43 と ていた。 た、 の放射性セシウム 林

ごとに る を示していた。 の 葉 の放射性セシウム の違い 、

の放射性セシウム の森林 に る放射性セシウム に る を

にするために、 る で る。 
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 2011 2012 … 2016 … 2018 … 2020 

館
山
ア
カ
マ
ツ
林 

測定なし 測定なし 

… 

測定なし 

… 

611±219 
kBq/m2 

 

… 

658±221 
kBq/m2 

 

三
ツ
石
ス
ギ
林 

1240±287 
kBq/m2 

 

1019±358 
kBq/m2 

 

… 

946±376 
kBq/m2 

 

… 

862±334 
kBq/m2 

 

… 

882±404 
kBq/m2 

 

三
ツ
石
ヒ
ノ
キ
林 

測定なし 991±290 
kBq/m2 

 

… 

802±244 
kBq/m2 

 

… 

626±306 
kBq/m2 

 

… 

818±378 
kBq/m2 

 

三
ツ
石
コ
ナ
ラ
林 

測定なし 測定なし 

… 

443±98 
kBq/m2 

 

… 

548±93 
kBq/m2 

 

… 

504±163 
kBq/m2 

 

金
山
ス
ギ
林 

測定なし 407±132 
kBq/m2 

 

… 

305±131 
kBq/m2 

 

… 

317±96 
kBq/m2 

 

… 

309±164 
kBq/m2 

 

大
玉
ス
ギ
林 

 106±19 
 kBq/m2 

93±36 
 kBq/m2 

 

… 

74±17 
kBq/m2 

 

… 

65±9 
kBq/m2 

 

… 

74±24 
kBq/m2 

 

図 5.-9 林 に る の の放射性セシウム の  

に放射性セシウムの た の 計（± ）を示した。 

（ ）2013 年度、2014 年度、2015 年度、2017 年度、2019 年度の 結果は 。 
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表 5.-3 2011～2020 年度に る の放射性セシウム の  

 

 

 

  2011 2012 2013 2014 2015 2016 2017 2018 2019 2020 

館
山
ア
カ
マ
ツ
林 

葉, 枝 - - - - - - 0.5%, 1% 0.5%, 1% 0.7%, 2% 0.3%, 0.6% 

樹皮 - - - - - - 1% 1% 1% 0.8% 

材 - - - - - - 0.5% 0.4% 0.6% 0.3% 

落葉層 - - - - - - 15% 20% 5% 8% 

土壌 - - - - - - 82% 77% 91% 90% 

三
ツ
石
ス
ギ
林 

葉, 枝 32%, 9% 7%, 5% 2%, 3% 0.9%, 1% 0.9%, 1% 0.3%, 0.6% 0.4%, 0.7% 0.2%, 0.6% 0.3%, 0.6% 0.2%, 0.4% 

樹皮 4% 3% 3% 2% 2% 2% 2% 2% 2% 1% 

材 0.2% 0.4% 0.5% 0.5% 0.5% 0.5% 1% 0.8% 1% 0.8% 

落葉層 32% 17% 19% 19% 9% 6% 6% 3% 5% 2% 

土壌 23% 68% 72% 77% 87% 91% 90% 94% 92% 96% 

三
ツ
石
ヒ
ノ
キ
林 

葉, 枝 - 12%, 4% 7%, 2% 5%, 1% 3%, 1% 0.8%, 0.7% 2%, 0.5% 0.8%, 0.8% 0.5%, 0.5% 0.8%, 0.5% 

樹皮 - 3% 2% 2% 2% 2% 2% 3% 2% 2% 

材 - 0.3% 0.4% 0.7% 0.8% 1% 1% 1% 1% 1% 

落葉層 - 44% 49% 37% 50% 50% 35% 31% 20% 43% 

土壌 - 37% 39% 54% 43% 45% 60% 64% 76% 53% 

三
ツ
石
コ
ナ
ラ
林 

葉, 枝 - - - - 0.4%, 1% 0.5%, 1% 0.6%, 1% 0.4%, 0.8% 0.6%, 1% 0.5%, 0.9% 

樹皮 - - - - 4% 4% 3% 3% 3% 3% 

材 - - - - 0.8% 1% 2% 2% 2% 2% 

落葉層 - - - - 37% 20% 20% 10% 13% 3% 

土壌 - - - - 57% 73% 72% 85% 80% 91% 

金
山
ス
ギ
林 

葉, 枝 - 12%, 16% 8%, 13% 4%, 4% 2%, 3% 2%, 2% 3%, 2% 0.9%, 2% 1%, 1% 1%, 1% 

樹皮 - 0.9% 1% 1% 1% 1% 1% 1% 1% 0.9% 

材 - 0.5% 0.5% 0.7% 0.8% 2% 1% 2% 2% 1% 

落葉層 - 49% 52% 46% 31% 35% 16% 14% 24% 18% 

土壌 - 22% 25% 44% 61% 59% 77% 79% 71% 77% 

大
玉
ス
ギ
林 

葉, 枝 26%, 7% 11%, 3% 5%, 3% 1%, 1% 0.6%, 0.7% 0.9%, 1% - 0.3%, 0.5% - 0.3%, 0.2% 

樹皮 1% 0.8% 0.9% 0.3% 0.6% 0.5% - 0.5% - 0.4% 

材 0.3% 0.3% 0.3% 0.3% 0.5% 0.5% - 0.6% - 0.4% 

落葉層 42% 23% 26% 15% 11% 12% - 5% - 3% 

土壌 24% 63% 65% 82% 86% 85% - 93% - 95% 




